ＮＡＮＯＦＩＢＥＲＳ2018の開催に当たって
ＮＡＮＯＦＩＢＥＲＳ2018　―　ナノファイバーテクノロジーの将来　―
ナノファイバーは、ものづくり技術の要として世界各国で注目され、その研究開発や商業化の進展には目覚ましいものがあります。国際ナノファイバーシンポジウムは、2009年６月に東工大において開催された「国際ナノファイバーシンポジウム2009～次世代を拓くナノファイバーマテリアルの応用展開～未来志向のサイエンスに裏付けられたものづくり、ひとつくり～」にはじまり、2015年に開催された「NANOFIBERS2015～ナノファイバー研究・開発と実用化の最前線」に至るまで、これまでに５回開催されました。
第５回目となるＮＡＮＯＦＩＢＥＲＳ2018は、来る2018年６月７日（木）～８日（金）の２日間、アジア不織布産業総合展示会・会議「ＡＮＥＸ2018」において同時開催されます（https://anex2018.com/symposium）。本シンポジウムでは、自動車・航空機、先端医療、環境・エネルギー、ロボット・情報ネットワーク、インフラ、農林水産業や食料分野などの技術分野に関連したテーマを中心とした、講演プログラムを企画いたしました。

ナノファイバーテクノロジーの将来を概観すると同時に、「ナノファイバーと環境技術」、「ナノファイバーとエネルギー」、「ナノファイバーと水処理」、「ナノファイバーとIoT」、「セルロースナノファイバー」、「ナノファイバーと医療」というサブテーマについて、総合講演2件、基調講演8件、招待講演21件を予定しております。さらに、これらのサブテーマ以外のトピックスも含む、広くナノファイバーテクノロジー全般に関する一般口頭発表やポスター発表も予定しております。未来の不織布産業の動向をキャッチする世界に先駆けた機会としてお役立て頂きたいと思います。
皆様のご参加を心よりお待ちしております。
２０１８年４月５日

ＮＡＮＯＦＩＢＥＲＳ2018実行委員会

委員長　　谷　岡　明　彦

　　　　　　　　　　　　　　　　（特定非営利活動法人 ナノファイバー学会　会長）
